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○ 取扱い

原則として、対顎が無歯顎の場合においても、「Ｉ０１８ 歯周治療用

装置 ２ 床義歯形態のもの」の算定を認める。

○ 取扱いの根拠

歯周治療用装置は、歯及び歯周組織の負担軽減を図るために装着される

装置であり、対顎が無歯顎であるか否かに関わらず装置を装着することが

臨床上あり得るものと考えられる。


